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■住宅地盤補強・改良における代表的工法

表層改良工法表層改良工法表層改良工法表層改良工法
（セメントと土を混合）

柱状改良工法柱状改良工法柱状改良工法柱状改良工法
（セメントと土を混合）

鋼管杭鋼管杭鋼管杭鋼管杭

※※※※しかししかししかししかし、、、、これらのこれらのこれらのこれらの補強方法補強方法補強方法補強方法にはにはにはには、、、、いくつかのいくつかのいくつかのいくつかの問題問題問題問題がががが指摘指摘指摘指摘されていますされていますされていますされています。。。。

六価六価六価六価クロムクロムクロムクロム発生発生発生発生
のののの可能性可能性可能性可能性※次ページ以降参照

地盤補強・改良とは地盤が弱く建物の荷重を支えられない場合に地盤を補強・改良
することです。代表的な住宅地盤改良の工法には下記のものがあります。

●表層改良工法　　　　　　　●柱状改良工法　　　　　●鋼管杭工法



■地盤改良における問題点

・・・・事前調査事前調査事前調査事前調査でででで地盤改良工事地盤改良工事地盤改良工事地盤改良工事がががが必要必要必要必要かどうかのかどうかのかどうかのかどうかの調査調査調査調査はははは実施実施実施実施されているがされているがされているがされているが、、、、地盤改良工事後地盤改良工事後地盤改良工事後地盤改良工事後
　　　　のののの地耐力調査地耐力調査地耐力調査地耐力調査はははは行行行行われていないわれていないわれていないわれていない。。。。
・・・・セメントセメントセメントセメント系固形剤系固形剤系固形剤系固形剤とととと腐食土腐食土腐食土腐食土とのとのとのとの相性相性相性相性のののの問題問題問題問題によるによるによるによる固結不良固結不良固結不良固結不良がががが生生生生じているじているじているじている。。。。
・・・・支持地盤支持地盤支持地盤支持地盤のののの起伏起伏起伏起伏をををを考慮考慮考慮考慮しないでしないでしないでしないで、、、、事前設計事前設計事前設計事前設計にににに依存依存依存依存したしたしたした想定施工想定施工想定施工想定施工によりによりによりにより施工施工施工施工がなされているがなされているがなされているがなされている。。。。

・・・・国土交通省直轄工事国土交通省直轄工事国土交通省直轄工事国土交通省直轄工事においてにおいてにおいてにおいてセメントセメントセメントセメント及及及及びびびびセメントセメントセメントセメント系固化材系固化材系固化材系固化材をををを地盤改良地盤改良地盤改良地盤改良にににに使用使用使用使用するするするする場合場合場合場合
　　　　はははは、、、、六価六価六価六価クロムクロムクロムクロム(発発発発ガンガンガンガン性物質性物質性物質性物質)溶出試験溶出試験溶出試験溶出試験をををを実施実施実施実施しなければならないしなければならないしなければならないしなければならない。。。。このこのこのこの溶出試験溶出試験溶出試験溶出試験においにおいにおいにおい

　　　　てててて、、、、環境基準環境基準環境基準環境基準をををを越越越越えるえるえるえる六価六価六価六価クロムクロムクロムクロムのののの溶出量溶出量溶出量溶出量がががが確認確認確認確認されたされたされたされた場合場合場合場合、、、、固化材固化材固化材固化材のののの変更変更変更変更、、、、もしくはもしくはもしくはもしくは
　　　　工法工法工法工法のののの変更変更変更変更をををを行行行行わなければならないわなければならないわなければならないわなければならない。。。。しかしながらしかしながらしかしながらしかしながら、、、、民間戸建住宅民間戸建住宅民間戸建住宅民間戸建住宅のののの施工施工施工施工においてはにおいてはにおいてはにおいては、、、、
　　　　溶出試験溶出試験溶出試験溶出試験はははは全全全全くなされておらずくなされておらずくなされておらずくなされておらず、、、、エンドユーザーエンドユーザーエンドユーザーエンドユーザーにもこのにもこのにもこのにもこの可能性可能性可能性可能性がががが伝伝伝伝えられていないえられていないえられていないえられていない。。。。

環境汚染問題環境汚染問題環境汚染問題環境汚染問題　　　　：：：：発発発発ガンガンガンガン性物質六価性物質六価性物質六価性物質六価クロムクロムクロムクロムのののの発生発生発生発生。。。。HHHH１２１２１２１２年年年年４４４４月月月月よりよりよりより規制開始規制開始規制開始規制開始

・・・・2003年年年年よりよりよりより、、、、地下埋設物地下埋設物地下埋設物地下埋設物やややや土壌汚染物質土壌汚染物質土壌汚染物質土壌汚染物質がががが土地評価土地評価土地評価土地評価のののの際際際際ににににマイナスマイナスマイナスマイナス評価評価評価評価されることになるされることになるされることになるされることになる。。。。

現在現在現在現在、、、、セメントセメントセメントセメントやややや鋼管鋼管鋼管鋼管がががが主流主流主流主流であるがであるがであるがであるが、、、、土地評価土地評価土地評価土地評価にににに対対対対してのしてのしてのしての対策対策対策対策がががが打打打打たれていないたれていないたれていないたれていない。。。。
・・・・建替時建替時建替時建替時にはにはにはには、、、、鋼管杭鋼管杭鋼管杭鋼管杭ややややセメントセメントセメントセメントのののの撤去撤去撤去撤去がががが求求求求められるがめられるがめられるがめられるが、、、、産業廃棄物産業廃棄物産業廃棄物産業廃棄物のののの発生発生発生発生となりとなりとなりとなり、、、、地主地主地主地主のののの
　　　　コストコストコストコスト負担負担負担負担もももも建設建設建設建設リサイクルリサイクルリサイクルリサイクル法法法法のののの施行施行施行施行によりによりによりにより非常非常非常非常にににに重重重重くくくく大大大大きくなっているきくなっているきくなっているきくなっている
(撤去工事費費用撤去工事費費用撤去工事費費用撤去工事費費用はははは撤去物撤去物撤去物撤去物のののの産廃費用産廃費用産廃費用産廃費用もももも含含含含めめめめ改良改良改良改良・・・・杭打設工事杭打設工事杭打設工事杭打設工事のののの5倍以上倍以上倍以上倍以上とととと言言言言われているわれているわれているわれている)。。。。

資産目減資産目減資産目減資産目減りりりり問題問題問題問題　　　　：：：：土壌埋設物土壌埋設物土壌埋設物土壌埋設物によるによるによるによる土地評価土地評価土地評価土地評価のののの下落下落下落下落。。。。HHHH１５１５１５１５年年年年１１１１月月月月よりよりよりより規制規制規制規制

品質不良問題品質不良問題品質不良問題品質不良問題　　　　：：：：住宅地盤事故住宅地盤事故住宅地盤事故住宅地盤事故のののの急増急増急増急増。。。。瑕疵保証事故内瑕疵保証事故内瑕疵保証事故内瑕疵保証事故内のののの地盤事故率地盤事故率地盤事故率地盤事故率１５１５１５１５％％％％



■土壌汚染問題

・・・・六価六価六価六価クロムクロムクロムクロムはははは粘性土粘性土粘性土粘性土でよくでよくでよくでよく発生発生発生発生！　！　！　！　山土山土山土山土にににに普通普通普通普通ポルトランドセメントポルトランドセメントポルトランドセメントポルトランドセメントをををを混合混合混合混合

するとするとするとすると、、、、５０５０５０５０％％％％以上以上以上以上のののの確率確率確率確率でででで環境基準環境基準環境基準環境基準をををを超超超超えるえるえるえる六価六価六価六価クロムクロムクロムクロムがががが発生発生発生発生！！！！！！！！

・・・・同同同同じじじじ粘性土粘性土粘性土粘性土でもでもでもでも、、、、ロームロームロームローム質質質質、、、、陸源性陸源性陸源性陸源性のののの粘土粘土粘土粘土（（（（粘着度粘着度粘着度粘着度がががが高高高高いものいものいものいもの））））はははは出出出出やすいやすいやすいやすい！！！！

・・・・高炉高炉高炉高炉セメントセメントセメントセメントはははは、、、、出出出出にくいとにくいとにくいとにくいと言言言言われるがわれるがわれるがわれるが、、、、火山灰質土火山灰質土火山灰質土火山灰質土ではではではではアウトアウトアウトアウト！！！！

　　　　六価六価六価六価クロムクロムクロムクロムとはとはとはとは、、、、かつてかつてかつてかつて重大重大重大重大なななな社会問題社会問題社会問題社会問題となったとなったとなったとなったアスベアスベアスベアスベ　　　　　　　　

　　　　ストストストストとととと並並並並んでんでんでんで、、、、二大発二大発二大発二大発ガンガンガンガン性物質性物質性物質性物質としてとしてとしてとして、ＬＡＲＣ（、ＬＡＲＣ（、ＬＡＲＣ（、ＬＡＲＣ（国際国際国際国際ガンガンガンガン　　　　

　　　　研究機関研究機関研究機関研究機関））））及及及及びびびびＥＰＡ（ＥＰＡ（ＥＰＡ（ＥＰＡ（米国環境保護庁米国環境保護庁米国環境保護庁米国環境保護庁））））によりによりによりによりリストアップリストアップリストアップリストアップ

　　　　されているされているされているされている物質物質物質物質ですですですです。。。。

大手大手大手大手ハウスメーカーハウスメーカーハウスメーカーハウスメーカー様様様様（Ｓ（Ｓ（Ｓ（Ｓ社社社社、Ｍ、Ｍ、Ｍ、Ｍ社社社社、Ｄ、Ｄ、Ｄ、Ｄ社社社社））））はははは、、、、即座即座即座即座にににに対応対応対応対応。。。。セメントセメントセメントセメントをををを
使用使用使用使用するするするする際際際際にににに、、、、材料指定材料指定材料指定材料指定（（（（六価六価六価六価クロムクロムクロムクロム対策固化材対策固化材対策固化材対策固化材のののの指定指定指定指定））））をををを開始開始開始開始。。。。

※※※※某某某某セメントセメントセメントセメント会社六価会社六価会社六価会社六価クロムクロムクロムクロム低減固化剤低減固化剤低減固化剤低減固化剤パンフレットパンフレットパンフレットパンフレットよりよりよりより抜粋抜粋抜粋抜粋

本当本当本当本当にににに六価六価六価六価クロムクロムクロムクロムはははは
発生発生発生発生するのかするのかするのかするのか？？？？

対応対応対応対応しているしているしているしている住宅会住宅会住宅会住宅会
社社社社はあるのかはあるのかはあるのかはあるのか？！？！？！？！

材料指定材料指定材料指定材料指定をすればいをすればいをすればいをすればい
いといといといと聞聞聞聞くがくがくがくが…？！？！？！？！

六価六価六価六価クロムクロムクロムクロムはどんなはどんなはどんなはどんな
物質物質物質物質？！？！？！？！



■土壌汚染問題

六価クロム
の発生問題

■■■■国土交通省国土交通省国土交通省国土交通省からのからのからのからの下記下記下記下記のののの規制規制規制規制にもにもにもにも関関関関わらずわらずわらずわらず、、、、住宅施工住宅施工住宅施工住宅施工においてはにおいてはにおいてはにおいては、、、、
六価六価六価六価クロムクロムクロムクロムがががが発生発生発生発生するするするする事実事実事実事実がががが、、、、ほとんどほとんどほとんどほとんど認識認識認識認識されていないのがされていないのがされていないのがされていないのが現状現状現状現状ですですですです。。。。

■■■■またまたまたまた、、、、現在現在現在現在のところのところのところのところ六価六価六価六価クロムクロムクロムクロム発生発生発生発生ののののメカニズムメカニズムメカニズムメカニズムはははは解明解明解明解明されておりませんされておりませんされておりませんされておりません。。。。

国土交通省が、2003年3月、地盤
改良へのセメント使用に規制を与
えたものです。

公共事業においては、この規制に
基づき、地盤改良にセメントを使
用する際は、事前に六価クロムが
発生しないかどうかのチェックが
行われています。



■土壌汚染問題

環境省環境省環境省環境省ホホホホ－－－－ムページムページムページムページよりよりよりより

■■■■２００３２００３２００３２００３年年年年２２２２月月月月のののの「「「「土壌汚染対策法土壌汚染対策法土壌汚染対策法土壌汚染対策法」」」」施行施行施行施行によりによりによりにより、、、、
　　　　六価六価六価六価クロムクロムクロムクロムもももも規制対象規制対象規制対象規制対象のののの有害物質有害物質有害物質有害物質としてとしてとしてとして、、、、リストアップリストアップリストアップリストアップされましたされましたされましたされました。。。。



■土壌汚染問題

●元請会社様が「汚染原因者」にならないためにも、未然防止施策が重要視されてきている！

　セメントメーカーのカタログを見てみると、地盤改良実施前には、六価クロム溶出試験を実施するように謳っているものが多い。そうすることで、
セメントメーカーは、六価クロム発生時の責任を回避するような対策をとっています。
　「土地所有者は汚染原因者に費用を請求可能」とのことであるが、セメントメーカーが溶出試験を推奨している以上、事前に溶出試験をしない
という意思決定をしたところに、費用請求がある可能性も無視できないと考えられます。

■■■■「「「「土壌汚染対策法土壌汚染対策法土壌汚染対策法土壌汚染対策法」」」」ではではではでは、、、、汚染原因者汚染原因者汚染原因者汚染原因者にににに費用費用費用費用をををを請求可能請求可能請求可能請求可能であることがであることがであることがであることが明文化明文化明文化明文化されましたされましたされましたされました。。。。



■土壌汚染問題

【【【【週間週間週間週間ビルビルビルビル経営経営経営経営 2003年年年年3月月月月3日号日号日号日号】】】】

■■■■土壌汚染土壌汚染土壌汚染土壌汚染にににに対対対対してのしてのしてのしての意識意識意識意識はははは極極極極めてめてめてめて高高高高いものになっていますいものになっていますいものになっていますいものになっています。。。。

【【【【住宅産業新聞住宅産業新聞住宅産業新聞住宅産業新聞 2003年年年年1月月月月23日号日号日号日号】】】】

【【【【環境環境環境環境＆＆＆＆ビジネスビジネスビジネスビジネス 2003年年年年5月号月号月号月号】】】】

【【【【循環経済新聞循環経済新聞循環経済新聞循環経済新聞 2006年年年年10月月月月30日号日号日号日号】】】】



■土壌汚染問題

■■■■土壌汚染土壌汚染土壌汚染土壌汚染対策法施行後調査件数対策法施行後調査件数対策法施行後調査件数対策法施行後調査件数、、、、超過事例件数共大幅超過事例件数共大幅超過事例件数共大幅超過事例件数共大幅にににに増加増加増加増加していますしていますしていますしています。。。。またまたまたまた、、、、そのうちそのうちそのうちそのうち六価六価六価六価クロムクロムクロムクロムのののの
　　　　超過件数超過件数超過件数超過件数ががががワーストワーストワーストワースト１１１１になっていますになっていますになっていますになっています。。。。



■土壌汚染問題

軟弱軟弱軟弱軟弱であるであるであるである盛盛盛盛土部分土部分土部分土部分ををををセメントセメントセメントセメント系系系系のののの表層改良表層改良表層改良表層改良
によってによってによってによって六価六価六価六価クロムクロムクロムクロムがががが発生発生発生発生したとしたとしたとしたと考考考考えられるえられるえられるえられる。。。。

■■■■工場跡地工場跡地工場跡地工場跡地だけではなくだけではなくだけではなくだけではなく宅地宅地宅地宅地でもでもでもでも土壌汚染土壌汚染土壌汚染土壌汚染のののの関心関心関心関心がががが高高高高まっていますまっていますまっていますまっています。。。。



■資産目減り問題

第第第第３３３３節節節節　　　　個別的要因個別的要因個別的要因個別的要因
　　個別的要因とは、不動産に個別性を生じさせ、その価格を個別的に形成する要因をいう。
　個別的要因は、土地、建物等の区分に応じて次のように分けられる。
　
　Ⅰ　土地に関する個別的要因
　　１．宅地
　　　（１）住宅地
　　　　　　住宅地の個別的要因の主なものを例示すれば、次のとおりである。
　　　　①　地勢、地質、地盤等
　　　　②　日照、通風及び乾湿
　　　　③　間口、奥行、地積、形状等
　　　　④　高低、角地その他の接面街路との関係

　　　　⑭⑭⑭⑭　　　　埋蔵文化財及埋蔵文化財及埋蔵文化財及埋蔵文化財及びびびび地下埋設物地下埋設物地下埋設物地下埋設物のののの有無並有無並有無並有無並びにそのびにそのびにそのびにその状態状態状態状態
　　　　　　　　　　　　　　　　⑮⑮⑮⑮　　　　土壌汚染土壌汚染土壌汚染土壌汚染のののの有無及有無及有無及有無及びそのびそのびそのびその状態状態状態状態
　　　　⑯　公法上及び私法上の規制、制約等
　　　
　　　　　

～一部省略～

――――国土交通省国土交通省国土交通省国土交通省　　　　不動産鑑定評価基準不動産鑑定評価基準不動産鑑定評価基準不動産鑑定評価基準　Ｐ　Ｐ　Ｐ　Ｐ９９９９ 「「「「第第第第３３３３章章章章第第第第３３３３節節節節個別的要因個別的要因個別的要因個別的要因」」」」からからからから抜粋抜粋抜粋抜粋――――

■■■■２００３２００３２００３２００３年年年年１１１１月月月月よりよりよりより、「、「、「、「土壌汚染土壌汚染土壌汚染土壌汚染」」」」やややや「「「「埋設物埋設物埋設物埋設物」」」」のののの有無有無有無有無ををををチェックチェックチェックチェックしししし、、、、もしもしもしもし発見発見発見発見されればされればされればされれば、、、、
　　　　除去費用等除去費用等除去費用等除去費用等をををを割割割割りりりり引引引引いていていていて土地評価額土地評価額土地評価額土地評価額がががが算定算定算定算定されるされるされるされる、、、、というというというという方針方針方針方針がががが明文化明文化明文化明文化されましたされましたされましたされました。。。。



■資産目減り問題

　　　　　　　～～～～中中中中　　　　　　　　略略略略～～～～



■品質不良問題

①支持地盤の起伏を考慮しないで、事前調査による想定設計に基づき施工がなされている。

②セメント系固化剤と腐食土との相性の
問題による固結不良が生じることがある。

地下水脈地下水脈地下水脈地下水脈のののの
影響影響影響影響もももも見逃見逃見逃見逃せせせせ
ないないないない

支持層

支持層支持層支持層支持層にににに
未到達未到達未到達未到達のののの
ケースケースケースケースもももも！！！！

③液状化対策を行うことが困難…

■■■■住宅保証機構等住宅保証機構等住宅保証機構等住宅保証機構等のののの機関機関機関機関もももも、、、、様様様様々々々々なななな従来工法従来工法従来工法従来工法のののの問題点問題点問題点問題点をををを指摘指摘指摘指摘していますしていますしていますしています。。。。

④施工後に性能検査試験が実施されていない。
　　　※一方で、公共工事では、道路の施工後等に、
　　　　　平板載荷試験等による性能検査が
　　　　　当たり前のように、行われています。

腐植土腐植土腐植土腐植土



HySPEED工法とは
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●従来のセメント系柱状改良或は鋼管杭による地盤改良では、結果として地中に産業廃棄物を埋め込むことに

なります。セメントの強アルカリ又六価クロムによる土壌への影響は深刻な土壌汚染の問題になりかねません。

●HySPEED工法は砕石と空気しか使いません。砕石はリサイクル砕石ではなく、自然石から作られる砕石を使用し

ています。100％の自然素材と地盤の特性を上手く利用した、環境負荷の非常に小さい、環境保全型地盤改良です。

■HySPEED工法とは



■砕石パイル実績推移
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砕石パイル工法

■HySPEED工法開発経緯

埋設物問題埋設物問題埋設物問題埋設物問題

コストコストコストコスト問題問題問題問題

土壌汚染問題土壌汚染問題土壌汚染問題土壌汚染問題
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■HySPEED工法の施工を行うのに必要なものとは？

●以下の器機類で施工を行います。

Q:砕石砕石砕石砕石
・２０mm～４０mm

①①①①地盤地盤地盤地盤改良改良改良改良機機機機
ＵＵＵＵ----NKR66E2NNKR66E2NNKR66E2NNKR66E2N改改改改
　　　　いすゞいすゞいすゞいすゞ建柱車建柱車建柱車建柱車

⑥⑥⑥⑥バックホーバックホーバックホーバックホー
0.20.20.20.2mmmm3333クラスクラスクラスクラス
　（　（　（　（推奨推奨推奨推奨））））

②②②②エアコンプレッサーエアコンプレッサーエアコンプレッサーエアコンプレッサー
3.53.53.53.5～～～～5.05.05.05.0ｍｍｍｍ3333

　　（　　（　　（　　（推奨推奨推奨推奨））））

リサイクルリサイクルリサイクルリサイクル砕石砕石砕石砕石ではなくではなくではなくではなく
自然石自然石自然石自然石からのからのからのからの砕石砕石砕石砕石をををを使用使用使用使用

【【【【特許申請中特許申請中特許申請中特許申請中】】】】



■エアハンマーの特徴

ピストンバルブによ
る振動衝撃をかけ
ることにより鉛直・
水平方向への圧密
効果が得えられる。

先端ﾄﾞﾘﾙ部分
での振動衝撃
は40ｔ/㎡です。

この長いｽｸ
ﾘｭー部分の
逆向き回転で
より強い押し
込み力を作り
出します。

ピストンバルブ（空気の力
で砕石を締め固める構造
となっている。

↑
↓

●セメント等の固化材をいっさい使用せず、使うのは自然素材（砕石・空気）のみです。

●ＨｙＳＰＥＥＤハンマーを正転させ、設計杭長までの掘削を行った後、砕石を投入しドリルを逆回転させるながらピストンバルブによる　
　

　振動衝撃で押し込み力を高め、砕石及び周辺地盤への圧密を促進させます。

●このとき同時に、エアハンマーによる振動衝撃が圧密効果を高めます。周辺地盤の土質と強さにより、圧密の度合いにバラツキが出

　ます。このバラツキは、弱い地盤は圧密がより進行し、強い地盤はそれ相当の圧密がかかるというもので、全体として同等の地盤耐

　力が得られるということです。



■砕石パイル施工の流れ

設計杭長の
掘削

HySPEEDハンマーを

逆転しながら砕石を
投入　（20ｃｍ程度)

するとともにピストン
バルブの振動衝撃で
締め固めていきます。
砕石パイル及び周辺
地盤ともに圧蜜が掛
かります。

土質及び圧
密度により
食込み量が
ちがってきま
す！

HySPEEDﾊ

ﾝﾏｰを利用
しながら掘
削して行きま
す。

●掘削長までの掘削が確認できたら、砕石を投入します。HySPEEDハンマーの先端はヤジリのような形状をしていて、HySPEED 

ハ ンマーの振動衝撃により砕石を突き固めることで、砕石を縦方向だけでなく横方向にも食い込ませます！
●エアハンマーのドリル先端の圧力は４０ｔ/㎡にも及びます。

●地盤の起伏を考慮し、１本１本、施工時に地耐力を確保しながら施工を行うため、杭ごとに長さが異なるケースもあります。
　（事前調査をもとに設計した杭長と異なることも珍しくありません。）
●また、そのように地耐力を確保させるため（人工的に確保させることも可能）、必ずしも強固な支持層まで打ち込む必要は
　ありません。



■周辺摩擦抵抗の比較

柱状改良柱状改良柱状改良柱状改良

１．腐植土とセメントは固結しにくい。
２．施工工程上、支持層が必要である。
３．周辺地盤の強度は強くならない。
４．液状化には対応できない。
５．発ガン性物質（六価クロム）の発生
　　する可能性がある。

　　　　砕石砕石砕石砕石パイルパイルパイルパイル

１．腐植土などの土質による品質劣化がない。
２．施工工程上、強固な支持層は必要としない。
３．砕石転圧作業により水平方向に、かつ圧密を行い、
　　周辺地盤を強くする。
４．砕石パイルが排水機能をもち、液状化に対応する。
５．天然素材のため公害や劣化はおきない。
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■他工法との比較一覧

HySPEEDHySPEEDHySPEEDHySPEED工法工法工法工法とととと競合工法競合工法競合工法競合工法のののの比較表比較表比較表比較表

工法名 表層改良工法表層改良工法表層改良工法表層改良工法 柱状改良工法柱状改良工法柱状改良工法柱状改良工法 鋼管杭打設工法鋼管杭打設工法鋼管杭打設工法鋼管杭打設工法 HySPEEDHySPEEDHySPEEDHySPEED工法工法工法工法

使用骨材 セメント系硬化剤 セメント系硬化剤 鋼管 砕石
施工イメージ写真

品質面

不同沈下が起こりにくいか △ △ △ ○○○○

液状化現象に対応できるか × × × ○○○○

環境面
土壌汚染対策法施行土壌汚染対策法施行土壌汚染対策法施行土壌汚染対策法施行にににに
伴伴伴伴ううううリスクリスクリスクリスクにににに対対対対するするするする対応対応対応対応

△ △ ○ ○○○○

コスト面
不動産鑑定不動産鑑定不動産鑑定不動産鑑定ののののマイナスマイナスマイナスマイナス
評価評価評価評価にににに対対対対するするするする対応対応対応対応

× × × ○○○○

制度面
施工後に性能検査を
行っているか

△ △ △ ○○○○



■HySPEED工法の施工後検査方法
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●従来の地盤改良工事において、施工後の性能検査として平板載荷試験を実施している施工会社は数少ないのが
現状です。例えば、セメント系柱状改良の場合、セメントミルクのテストピースでの性能検査であり、実際の杭からのサ
ンプリングではありません。又、柱状杭杭頭における平板載荷試験も行われていません。鋼管杭においても同様です。

●HySPEED工法では、標準性能検査として施工後に地盤面から1.0ｍの杭頭での平板載荷試験を実施しています。
　 これにより、砕石パイルの耐力をより正確に測定確認をすることが出来ます。

■■■■平板載荷試験平板載荷試験平板載荷試験平板載荷試験とはとはとはとは…
　平板載荷試験は、建築物を建てる際にその土地
がどのくらいの重量に耐えられるかを求める地耐力
試験の１つです。平板載荷試験においては、
直径300mmの平らな鉄板に荷重をかけ、その時の

時間経過による変位を測定し、荷重・時間・変位の
関係から地耐力を求めます。

これはこれはこれはこれは通常通常通常通常のののの地表面地表面地表面地表面でのでのでのでの平板載荷試験平板載荷試験平板載荷試験平板載荷試験ですですですです。。。。
ハイスピードハイスピードハイスピードハイスピード工法工法工法工法のののの試験試験試験試験ではではではでは、、、、このこのこのこの載荷面載荷面載荷面載荷面がががが地表地表地表地表
からからからから1.0ｍｍｍｍのののの地中地中地中地中にあるということですにあるということですにあるということですにあるということです。。。。



■HySPEED工法の保証制度
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HySPEED工法で施工した物件については、下記の保証をお付けすることが可能です。

※保証内容
・ 最高補償額：５ ，０００ 万円 /１ 事故

※※※※下記下記下記下記のののの場合場合場合場合にはにはにはには、、、、保証保証保証保証金支払金支払金支払金支払のののの対象外対象外対象外対象外となりますとなりますとなりますとなります。。。。

・地盤の変動、土砂崩れ等の地盤の組織、地質または地形に起因する事由。

・建物の施主、所有者または使用者による著しく不適切な維持管理、通常予想される使用状態と著しく異なる使用、当初想定されたものと

　著しく異なる使途・用途および増改築等により建物 自体の構造、面積などが変更された事が原因となった事故。

・植物の根等の成長による事故。　

・道路工事、地下工事、建築・土木工事または重量車両の通行による振動等。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・地耐力調査が行われずに施工された場合。　　　

・地耐力調査によって当該工法が不適当と判断されたにも関わらず施工された場合。

・ HySPEED工法以外で施工された場合。
・地盤改良に起因しない瑕疵の場合　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・ HySPEED工法本部が契約した代理店以外による施工の場合。
・HySPEED工法本部に提出する施工報告書及び申請書類に虚偽の申告があった場合。

■シールドエージェンシーの地盤保証
特徴１．保証期間の免責が有りません！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地盤保証地盤保証地盤保証地盤保証のののの中中中中にはにはにはには、、、、最初最初最初最初のののの２２２２年間年間年間年間がががが免責期間免責期間免責期間免責期間になっているものもになっているものもになっているものもになっているものも数多数多数多数多くございますくございますくございますくございます。。。。それはそれはそれはそれは、、、、最初最初最初最初のののの２２２２年間年間年間年間はははは非常非常非常非常にににに地盤事故地盤事故地盤事故地盤事故がががが
　　　　　　　　　　　　　　　　発生発生発生発生しやすいからですしやすいからですしやすいからですしやすいからです。。。。本保証制度本保証制度本保証制度本保証制度ではではではでは、、、、そのようなそのようなそのようなそのような免責期間免責期間免責期間免責期間をををを設設設設けておりませんけておりませんけておりませんけておりません！！！！

特徴２．保証期間が20年間！
　　　　　　　　　　　　　　　　　地盤保証制度地盤保証制度地盤保証制度地盤保証制度のののの通常通常通常通常のののの保証期間保証期間保証期間保証期間はははは10101010年間年間年間年間ですですですです。。。。品質確保品質確保品質確保品質確保・・・・管理管理管理管理がががが認認認認められているからこそのめられているからこそのめられているからこそのめられているからこその20202020年保証年保証年保証年保証ですですですです。。。。

特徴３．地盤調査・評価業者についての条件は有りません ！



■施主様向け提案ツール

エンドエンドエンドエンド向向向向けけけけ絵本絵本絵本絵本

展示場展示場展示場展示場ポスターポスターポスターポスター エンドエンドエンドエンド向向向向けけけけチラシチラシチラシチラシ


